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 ここ数年、６年生の最後の理科はサプライズを実

施しています。今年度も「地球に生きる」の学習で

個々に応じた課題別学習を行い、地球環境を守るた

めに SDGsの観点から、「私の行動宣言」を考えて

います。 

 まずは教科書で、自分との関わりについて考えて

いきます。自分と水、自分と空気、そして自分と自

然です。ここでもロイロノートのシンキングツール

が大活躍です！ 

 左の枠には、生活

する中で、自然の資

源や恵を必要とする

内容。右の枠には、

自然を利用しすぎた

り、使い方を間違っ

たりすると影響が出

る内容。まず初め

は、何も調べず、自身の感覚で考えました。 

授業では、教科書の水、空気、自然との関わりについて、問

題点をあげ、その対策として人々の工夫や努力について話し

合う展開になっています。教科書の流れで進めつつ、個人課

題を設定し、個々に調べていくことにしました。国語科でい

う「並行読書」の要素です。数年間に校内研で取り組んだ教

科書の読み教材と自分で選んだ図書とを交互に挟んで学習す

る（ＡＢ方式？）形式の理科版と言った感じでしょうか。自

分の課題を進めつつ、教科書に戻り、また個人の課題学習へ

切り返しながら進めていきました。ここで大切なことは、初めにゴールを示すことです。「私の行動宣言」

を表し、様々な環境問題と向き合い、自分に今、何ができるかを考えることが最終目標です。 

調べ方や資料（市立図書館団体貸し

出し 50冊）の読み方も指導しまし

た。ある問題についての原因を探る

クラゲチャートの使い方や、本に線

を引いてコメントを貼り付けていく

方法など、選択して取り組めるよう

にしました。目に留まった記事、写
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真やグラフに、 

①問題意識（サンゴが日本からなくなることは大変だ！） 

②生活との関わり（沖縄旅行したとき海がとてもきれいで感動した！） 

③現実問題（2030年には日本の海でサンゴが見られなくなる。） 

のように、コメントを書いて、そのまま資料に使うことにしました。 

 

 

そして、実際に作成する課題レポートの

ロイロノートのテキストパターンを示し

ました。歴代の６年生が作成した実物も

昨年度のロイロデータから示し、イメー

ジを膨らませていきました。 

もちろん、SDGsとは何か？滋賀県独自の「MLGs」の動画を見せ、SDGsを身近に感じてもらえるように

しました。 

６年生児童の学習成果物がこちらです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きく分けると、エネルギーに関する 

もの、温暖化、温室効果ガスなど。ゴミ 

問題に関するもの、マイクロプラスチッ 

ク、埋め立てゴミ。生き物に関するもの、 

絶滅危惧種、外来危険生物等、多種にわ 

たって課題が設定され、小学校理科の学 

習を締めくくる、また将来の環境問題に目を向ける大変有意義な学習になりました。 


